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儲
け
の
ヒ
ミ
ツ

■
中
小
企
業
の
赤
字
会
社
が
増
え
赤
字
額
も
大
き
く
な
る

日
本
は
中
小
企
業
が
全
体
の
９
７
％
。
そ
の
７
０
％

が
実
に
赤
字
。
売
上
総
利
益
に
対
す
る
人
件
費
の
割
合
、

い
わ
ゆ
る
労
働
分
配
率
。
大
企
業
は
３
８
％
。
中
小
企

業
は
７
０
％
。
通
常
６
５
％
を
超
え
る
と
赤
字
だ
。
多

く
の
中
小
企
業
は
賃
上
げ
も
出
来
ず
ボ
ー
ナ
ス
も
寸
志

程
度
。
経
営
環
境
の
潮
目
は
完
全
に
変
わ
っ
た
。
長
く

続
い
た
デ
フ
レ
か
ら
、
今
や
強
烈
な
イ
ン
フ
レ
。
円
安

で
仕
入
れ
価
格
は
上
昇
。
人
手
不
足
も
加
速
。
こ
こ
に

き
て
金
利
も
上
が
り
始
め
た
。
価
格
転
嫁
出
来
な
い
企

業
は
一
年
持
た
ず
市
場
か
ら
弾
き
出
さ
れ
る
。
２
０
２

６
年
は
大
倒
産
時
代
の
始
ま
り
の
年
に
な
る
。

■
２
０
２
６
年
の
経
営
環
境
と
い
ま
打
つ
べ
き
手
は
こ
れ
だ

残
念
な
こ
と
に
誰
が
総
理
大
臣
に
な
ろ
う
と
も
日
本

経
済
が
上
向
く
こ
と
は
１
０
０
０
％
無
い
。
働
く
美
徳

は
薄
れ
、
働
き
方
改
革
と
い
う
名
の
働
か
せ
な
い
改
革
。

甘
く
緩
い
平
和
ボ
ケ
の
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
財
務

基
盤
の
し
っ
か
り
し
た
上
場
企
業
と
生
産
性
が
上
が
ら

ぬ
多
く
の
中
小
企
業
で
は
、
も
は
や
分
断
経
済
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
収
益
力
を
高
め
生
き

残
る
た
め
の
手
を
打
つ
べ
き
こ
と
は
次
の
７
点
。

１ 

．
社
員
一
人
当
た
り
年
間
６
％
の
粗
利
益
増
を
目
指
す

生
産
性
向
上
の
基
本
指
標
と
し
て
何
度
も
記
載
し
て

き
た
。
今
後
、
４
～
５
年
３
％
程
度
の
イ
ン
フ
レ
は
間

違
い
な
く
続
く
。
イ
ン
フ
レ
３
％
を
超
え
た
賃
上
げ
を

実
現
し
、
会
社
に
も
利
益
を
残
す
に
は
社
員
一
人
当
た

り
６
％
の
粗
利
益
増
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
で
健
全
経

営
が
成
り
立
つ
。
そ
し
て
生
き
残
り
の
絶
対
条
件
だ
。

２ 

．
部
門
利
益
を
見
え
る
化
し
責
任
の
所
在
を
明
確
に
せ
よ

管
理
会
計
制
度
の
導
入
が
急
務
。
売
上
が
い
く
ら
伸

び
て
も
粗
利
益
率
が
低
下
す
る
と
利
益
は
出
ず
。
上
昇

す
る
販
管
費
も
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
我
が
ご
と
と
考

え
る
。
赤
字
で
は
賃
金
は
増
え
ず
、
人
が
入
っ
て
く
る

環
境
は
つ
く
れ
な
い
。
幹
部
の
本
物
の
ミ
ニ
経
営
者
化

が
必
要
と
さ
れ
る
。
部
門
赤
字
は
全
て
幹
部
の
責
任
。

そ
れ
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
人
間
こ
そ
成
長
が
あ
る
。

３ 

．
年
間
稼
働
日
数
減
少
の
穴
埋
め
は
簡
単
で
は
な
い

労
務
問
題
や
採
用
戦
略
と
し
て
年
間
休
日
を
増
や
す

企
業
が
目
立
つ
。
逆
に
言
え
ば
稼
働
日
が
少
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
だ
。
休
み
が
増
え
た
だ
け
一
日
当
た
り
の

生
産
性
を
上
げ
な
い
と
い
け
な
い
。
理
屈
で
は
理
解
し

て
い
て
も
全
社
員
の
意
識
改
革
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化

が
不
可
欠
で
あ
る
。
幹
部
は
月
間
売
上
目
標
を
日
割
り

で
必
達
す
る
と
い
う
強
い
意
志
を
持
て
。
毎
日
の
進
ち

ょ
く
チ
ェ
ッ
ク
で
遅
れ
て
い
た
ら
ペ
ー
ス
を
取
り
戻
す

具
体
的
ア
ド
バ
イ
ス
が
重
要
だ
。
妥
協
は
最
大
の
敵
。

創
刊
よ
り
２
９
年
（
第
１
号
１
９
９
６
年
１
０
月
）

国
吉
拡
の
実
例
中
心
経
営
情
報
ニ
ュ
ー
ス

大
倒
産
時
代
、
始
ま
り
の
ゴ
ン
グ
は
鳴
っ
た

ワンポイントトーク【激動の時代、会社存続のカギは妥協を許さない幹部の「執念」である！】

４ 

．
大
手
は
設
備
投
資
か
ら
研
究
開
発
費
に
シ
フ
ト
す
る

物
づ
く
り
一
辺
倒
か
ら
ネ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
ソ
フ

ト
に
軸
足
を
移
し
て
い
る
。
自
動
運
転
や
空
飛
ぶ
車
、
等

ま
さ
に
象
徴
的
な
事
例
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
設
備
投
資
の

予
算
は
絞
ら
れ
る
。
つ
ま
り
売
上
が
減
少
す
る
の
だ
。
生

き
残
る
た
め
に
は
新
し
い
業
態
へ
の
売
込
み
。
も
し
く
は

圧
倒
的
シ
ェ
ア
を
勝
ち
取
る
し
か
方
法
は
な
い
。

５ 

．
Ｍ
＆
Ａ
は
慎
重
に
。
実
際
９
０
％
が
失
敗
し
て
い
る

  

毎
日
届
く
Ｍ
＆
Ａ
会
社
か
ら
の
案
内
。
Ｍ
＆
Ａ
会
社
は

自
社
の
利
益
優
先
だ
。
Ｍ
＆
Ａ
成
功
の
条
件
は
①
財
務
内

容
が
良
い
。
②
理
念
に
共
感
。
③
お
金
だ
け
に
固
執
し
て

い
な
い
。
④
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
補
完
関
係
が
あ
る
。
⑤
主
力

メ
ン
バ
ー
が
辞
め
て
い
な
い
。
①
～
⑤
ま
で
合
格
点
が
上

げ
ら
れ
れ
ば
よ
り
成
功
に
近
づ
く
。
冷
静
な
判
断
が
肝
要
。

６ 

．
営
業
利
益
と
借
入
金
額
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

  

不
動
産
業
界
や
メ
ー
カ
ー
は
用
地
仕
入
や
、
毎
年
の
設

備
投
資
に
お
い
て
借
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
多
額
な
借
入

は
経
営
上
の
リ
ス
ク
と
な
る
。
「
経
営
は
一
言
で
言
う
と

バ
ラ
ン
ス
」
。
年
間
支
払
い
金
利
の
５
～
６
倍
の
営
業
利

益
を
た
た
き
出
す
と
経
営
上
、
大
き
な
問
題
は
な
い
。
例

え
ば
長
短
の
借
入
１
０
億
円
と
す
る
。
金
利
３
％
と
と
す

る
と
支
払
い
が
年
３
０
０
０
万
円
。
必
要
な
営
業
利
益
は

１
．
５
億
か
ら
１
．
８
億
と
な
る
。
こ
れ
で
バ
ラ
ン
ス
は

保
た
れ
金
融
機
関
か
ら
の
信
頼
も
勝
ち
取
れ
る
。

７ 

．
義
務
を
果
た
さ
ず
権
利
を
主
張
す
る
人
間
は
追
放

  

さ
す
が
に
追
放
は
出
来
な
い
。
要
職
に
つ
け
る
な
と
い

う
意
味
だ
。
最
近
、
目
に
つ
く
の
は
幹
部
の
他
責
で
あ
る
。

現
業
業
務
が
忙
し
い
、
人
が
足
り
な
い
、
納
期
が
遅
い
、

部
下
に
能
力
が
な
い
。
だ
か
ら
目
標
未
達
で
す
と
平
然
と

言
い
切
る
。
い
つ
の
時
代
も
業
績
は
幹
部
で
決
ま
る
。
決

め
た
こ
と
、
言
っ
た
こ
と
は
や
り
切
る
。
期
日
か
ら
逆
算

し
て
動
く
。
刈
り
取
り
と
種
ま
き
を
同
時
並
行
で
進
め
る
。

自
ら
の
甘
さ
に
気
づ
き
、
そ
し
て
乗
り
越
え
ろ
。

■
全
社
員
が
プ
ロ
意
識
を
持
ち
稼
ぐ
集
団
へ
と
変
貌
せ
よ

２
０
２
６
年
は
大
企
業
の
倒
産
、
日
本
を
代
表
す
る
企

業
の
合
併
や
Ｍ
＆
Ａ
が
加
速
す
る
。
水
面
下
で
は
す
で
に

話
が
進
ん
で
い
る
は
ず
だ
。
時
代
は
変
わ
り
Ｉ
Ｔ
時
代
か

ら
Ａ
Ｉ
時
代
へ
と
進
化
。
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
は
確
か
に
便
利
で

は
あ
る
が
そ
れ
が
業
績
に
直
結
す
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。

い
つ
の
時
代
も
経
営
の
中
心
は
「
人
」
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
基
礎
、
基
本
を
徹
底
し
足
元
の
土
台
を
何
が
あ
っ
て

も
崩
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
幹
部
の
職
務
。
２
０
２
６

年
、
幹
部
が
主
導
し
た
改
革
が
無
け
れ
ば
衰
退
は
避
け
ら

れ
な
い
。
幹
部
よ
目
を
覚
ま
し
、
し
ゃ
き
っ
と
せ
よ
。

 

（
株
式
会
社
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー

国
吉
拡
）

～
改
革
な
く
し
て
存
続
な
し
～
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